
数理経済学第３回（9903) * 慶應義塾大学経済学部：矢野  誠   

３．需要関数の性質

３．１．需要と予算

R  が非飽和的 ⇔  Cx∈∀ ， φ≠)(xP  のこと．

R  が凸   ⇔   zPx   ⇒  10 <∀< α ， Pxxz ])1([ αα −+   ．

定理３．１．１： R  が非飽和で凸ならば， ),( mpDx ∈  ⇒  mpx =  ．
註：この定理は需要点では予算が使いきられることを示している．

証明： ),( mpDx ∈  ならば，（ x  が予算制約を満たすので） mpx ≤  である．

今， mpx <  であるとせよ．非飽和性より， zPx  なる z  が存在する．その

z  については，  mpz >  である（そうではなく， mpz ≤  だとすると，  zPx
は xRz~  を意味するので  ),( mpDx ∈  に矛盾する）．  R  の凸性から，

10 << α  ならば Pxxz ])1([ αα −+  となる．また， α  を十分に０に近くとると，

mpx <  から mxzp <−+ ])1([ αα  となる．これらは， ),( mpDx ∈  に矛盾する．

終．

３．２．需要関数の存在と厳密な凸性

R  が厳密に凸 ⇔  zRx ， xz ≠   ⇒  10 <∀< α ， Pxxz ])1([ αα −+   ．

定理３．２．１： R  が厳密に凸ならば， ),( mpDx ∈ ， ),( mpDy ∈   ⇒  yx = ．

註：この定理は需要対応が需要関数と考えることができる条件を与えている．

補題３．２．１： ),( mpDx ∈ ， ),( mpDy ∈  であるとせよ．このとき， xRy  で
ある．

宿題：この補題をを説明せよ．

定理の証明： ),( mpDx ∈ ， ),( mpDy ∈ で，かつ， yx ≠  であるとせよ．いま，
yxz )1( αα −+=  かつ 10 << α  とすると， R  が厳密に凸であるという仮定と

補題３．２．１から， zPx ．また， ),( mpDx ∈ ， ),( mpDy ∈  から， mpx ≤
かつ mpy ≤  なので， mpz ≤  が成立する． zPx  かつ mpz ≤  ということは

),( mpDx ∈  という仮定に反する．証明終わり．
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３．３．補償需要対応

補償需要対応：      pzxpD Cz
c

∈= minarg),(    s.t.   )(xRz ∈
  

定理３．３．１： C  が閉集合で下から有界であるとせよ． )(xR  が閉集合で

0>>p  ならば ),( xpD c φ≠ ．

補題３．３．２： =)(xH ),()( pxpBxR ∩  ならば， )(xH  はコンパクトであ

る．

宿題３．３．３：証明せよ．

補題３．３．４： minarg),( =xpD c pz  s.t.  )(xHz ∈

宿題３．３．５：証明せよ．

定理の証明：補題３．３．２から， )(xHH =  はコンパクトである．また，

pz  は H  の上の連続関数だから，コンパクト集合上の連続関数は H  の上で

最大値を持つという定理から，定理３．３．４の式の右辺は最大値を持つ．こ
の最大値を与える z  は  ),( xpD c  の要素だというのが補題３．３．４の意味

するところだから φ≠),( xpD c  ． 証明終わり．

  



３．３．３．補償需要対応と代替効果

定理３．３．１． ),( xpDz c∈  ),( xppDzz c ∆+∈∆+ ならば 0≤∆∆ zp ．

註： x  が固定され， p  が変化したときにおきる補償需要の変化 x∆  を価格

変化 p∆  の代替効果と呼ぶ．

補題３．３．２．  ),( xpDz c∈ ， ),( xppDzz c ∆+∈∆+ ならば，
                         pzzzp ≥∆+ )(

証明： pzzzp <∆+ )(  であるとせよ．そうすると， Rxzz )( ∆+  なのだから，

),( xpDz c∈  に反する．

定理の証明：   ),( xpDz c∈ ， ),( xppDzz c ∆+∈∆+  とせよ．補題３．３．２
から， ))(()( zzppzpp ∆+∆+≥∆+  も成立することがわかる．したがって，

                 0≥∆zp   と  0)( ≥∆∆+− zpp

が成り立つ．これらの辺辺を足しあわせると， 0≤∆∆ zp  である．証明おわり．

系３．３．３．  ),( xpDz c∈ ， ),( xppDzz c ∆+∈∆+  かつ  n  以外のすべて

の 'n  について 0' =∆ np  ならば， 0≤∆∆ nn xp  ．

証明：明らか．

系が重要なのは，ある単一の財の価格だけが上昇すると，その財の需要に対す
る代替効果は非正の方向へ働くということを示しているからである．つまり，

命題３．３．４．価格が上がれば，代替効果が働くならば，それはかならず消
費を減少させる．

系３．３．５．定理３．３．１の設定に追加して，需要が厳密に凸だと仮定せ
よ．そのとき， 0≠∆p  ならば 0<∆∆ zp  ．

宿題：系３．３．５を証明せよ．


